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店 舗 一 覧 表

■店外キャッシュコーナー一覧表

2023年5月末現在

休日運行欄 ●印の付いた店舗および店外キャッシュコーナーは土・日・祝日稼動しております。

出 雲 市 役 所
イ オ ン モ ー ル 出 雲 店
ゆ め タ ウ ン 出 雲 店
グ ッ デ ィ ー 大 田 出 張 所
イ オ ン 大 田 店
仁 摩 支 店 温 泉 津 出 張 所
あ い タ ウ ン ア ベ ル

出雲市今市町70 
出雲市渡橋町1066
出雲市大塚町650－1
大田市大田町大田ロ933-6 
大田市長久町土江97 
大田市温泉津町小浜口30
邑智郡邑南町矢上996 
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設　　置　　場　　所 ＡＴＭ 休日運行

出雲市

大田市

邑智郡

※ゆめタウン出雲・イオンモール出雲・イオン大田店は毎日朝9時～夜9時まで営業しています。
※平日、本店営業部・南支店・小山支店・斐川支店・平田支店・大田営業部では夜9時まで営業しています。

中央しんきんのATMは全店毎日（土日祝日含む）朝の8時から夜8時まで動いています。
（仕事の前に、仕事の後に休日もいつでも使えます。）

ATM 平日・土日・祝日ともに営業時間を拡大

毎日 朝8：00～夜8：00当金庫
設　置
A TM

本 店 営 業 部
塩 冶 支 店
出 雲 西 支 店
南 支 店
小 山 支 店
東 支 店
斐 川 支 店
斐 川 東 支 店
大 社 支 店
平 田 支 店
大 田 営 業 部
久 手 支 店
仁 摩 支 店
松 江 支 店
松 江 北 支 店
江 津 支 店
桜 江 出 張 所
川 本 支 店
瑞 穂 支 店
石 見 支 店
邑 智 支 店

出雲市今市町２５２－１   
出雲市塩冶町９５６－１   
出雲市大島町２６    
出雲市駅南町１－２－２   
出雲市渡橋町３１６－３   
出雲市中野町３２３－３   
出雲市斐川町直江４８２２－２  
出雲市斐川町荘原２２４９－２  
出雲市大社町修理免766-6
出雲市平田町２７９４－１   
大田市大田町大田イ660-1
大田市久手町波根西１９８７－１  
大田市仁摩町仁万８２７－４  
松江市朝日町489   
松江市北田町５９    
江津市都野津町２２７５－１  
江津市桜江町川戸11-1
邑智郡川本町大字川本592-2
邑智郡邑南町下田所３４９－２  
邑智郡邑南町矢上１０７－２ 
邑智郡美郷町粕淵３７０－５  

（0853）21-1750 
（0853）23-0800 
（0853）43-0080 
（0853）23-3088 
（0853）23-1290 
（0853）22-4500 
（0853）72-0234 
（0853）72-3311 
（0853）53-3140 
（0853）62-2680 
（0854）82-0740 
（0854）82-8724 
（0854）88-2405 
（0852）21-0613 
（0852）21-4358 
（0855）53-0831 
（0855）92-8037
（0855）72-0645 
（0855）83-1155 
（0855）95-1231
（0855）75-1243 
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店　　舗　　名 住　　　所 電話番号 ＡＴＭ 休日運行

出雲市

松江市

大田市

江津市

邑智郡

全国  約18,000台/のATMが無料！

一人暮らしのお子さまの仕送りに便利です！

/
しんきんのキャッシュカードなら、全国の信用金庫ATMが手数料無料
（平日8：45～18：00入出金、土曜9：00～14：00出金）でご利用いただけます。
ご利用は右のステッカーの貼ってあるATMで！
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経　営　理　念

沿　革
昭和23年　9月 
昭和23年 12月 
昭和24年　6月 
昭和25年　2月 
昭和25年　3月 
昭和27年　5月 
昭和28年　5月 
昭和44年　8月 

 
昭和49年　4月 

 
昭和59年 10月 
平成   6年　 9月 
平成18年  11月 

平成30年　 9月 
 

川本商工業協同組合として設立    
大田商工業協同組合として設立    
出雲市商工業協同組合として設立    
川本信用組合、大田信用組合に改組    
出雲市信用組合に改組    
大田信用金庫に改組    
川本信用金庫に改組    
川本信用金庫と都野津信用組合が合併し、    
島根中央信用金庫に改称    
島根中央信用金庫と大田信用金庫が合併し、    
島根中央信用金庫を設立    
出雲市信用組合を出雲信用組合に改称    
出雲信用組合と大社信用組合、平田信用組合が合併
島根中央信用金庫と出雲信用組合が合併し、    
新生島根中央信用金庫としてスタート
創立70周年を迎える    

島根中央信用金庫本店

中央しんきんと地域とのつながり 2023年3月末現在

私たちは、次の3つを経営理念とし、信用金庫の社会的責任と
公共的使命の達成に向けて、役職員の総力を結集してまいります。

地 域 貢献

地域社会の発展に貢献し、ともに
成長する信用金庫を目指します。

信　頼

健全経営を堅持し、信頼される
信用金庫を目指します。

躍 動 感

職員の生活向上を図り、躍動感
あふれる信用金庫を目指します。

ご預金について

資金運用について
（貸出金を除く）

ご融資について

今期決算について

中小企業の経営支援に
関する取組みについて

文化的・社会的貢献活動

　当金庫は、地域の事業者や住民の皆さまが会員となって、お互いに助け合い、発展していくことを共通の理念として運営
している相互扶助型の金融機関です。
　お客さまからお預かりした大切な資金（預金積金）をもとに、地域で資金を必要とされるお客さまにご融資を行って、事
業や生活の繁栄のお手伝いをするとともに、地域社会の一員として地元の中小企業や住民の皆さまとの強い絆とネット
ワークを形成し、地域社会の持続的発展に努めております。また、金融機能の提供にとどまらず、文化・環境・教育といった
面も視野に入れ、広く地域社会の活性化に積極的に取組んでおります。

当金庫は、お客さまの財産形成のお手伝いをするため、目的に応じた各種預金を取り揃えております。
また、時代に即した新商品の開発、サービスの提供に向けて努力しております。

お客さまからお預かりした預金の一部は、有価証券などで運用しております。
運用にあたっては、適切なリスク管理のもと安全な運用に努めております。

当金庫は、地域のお客さまの様々な資金ニーズにお応えするため事業性融資をはじめ、個人向け各種ローン
をご用意し、地元の事業者の更なる発展・育成、及び生活向上のために、円滑な資金提供を心掛けております。

地域の中小企業、個人事業者のお客さまからの経営に関するご相談や創業・新分野への活動を支援するた
め、業務部法人支援推進課を中心に取組を強化しております。また、取引先の販路拡大のため、ビジネス
マッチングへも取組んでおります。

地域のための協同組織金融機関として「地元を愛し、愛される信用金庫」をめざし、様々な活動に取組んで
おります。（詳しくは、P5をご参照下さい。）

今年度の決算は、基礎的収益力の向上を背景に前期比増収増益となり、引続き高水準の利益計上となり
ました。詳しくはP2～4をご参照ください。

預金積金
2,770億円

会員数
26,923名

出資金
19億80百万円

お客さま
会 員

中央
しんきん

貸出金
1,585億円

文化的
社会的
貢献活動

支援サービス

ごあいさつ

理事長 福  間　 均

　皆様には、平素より島根中央信用金庫に対し格別のご愛顧、お引き立てを賜り厚くお礼
申し上げます。
　本年も中央しんきんの経営内容をより一層ご理解いただき、親しみを持っていただく
ために、「ミニディスクロージャー誌2023」を作成いたしましたので、ご高覧のうえ当金
庫の経営実態についてご理解を深めていただければ幸いに存じます。
　今後とも当金庫は地域金融機関としてお客様に信頼され、地域において誠に必要とさ
れる金融機関であり続けるよう役職員一同尽力していく所存でございますので、より一層
のご支援、ご協力をお願い申し上げます。
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　預金積金残高は個人のお客さま、一般法人のお客さまからの預金共に順調に増加し、前期比150億23百万円増加（5.7%増）の
2,770億73百万円となり、おかげさまで過去最高の期末残高となりました。

（単位：億円）

（単位：％）●預金者別預金残高の構成

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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（単位：百万円）
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3月末

931931
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3月末
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2022年度の業績ハイライト
預金積金の状況

経常収益

経常収益

経常利益

当期純利益

　貸出金残高は、地域のお客様の資金ニーズに積極的にお応えし、前期比118億78百万円増加（8.1%増）の1,585億7百万円となり、
おかげさまで過去最高の期末残高となりました。

貸出金の状況

貸出金以外の運用状況

2,770億円

46.6億円

12.8億円
12.8億円

9.0億円

8.9億円

（単位：億円）

●貸出金業種別残高構成比

2017年
3月末

2018年
3月末

1,1021,102 1,144
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2019年
3月末

1,2391,239

1,4071,407

2020年
3月末

2021年
3月末

2022年
3月末

2023年
3月末

1,585億円

金融機関
0.0％

公金
2.7％

個人
69.8％

個人
35.5％

不動産業
16.4％

卸・小売業
7.9％

建設業
9.9％

製造業 4.6％

地公体
5.2％

農林漁鉱業 0.3％

各種
サービス業
12.2％

一般法人
27.3％

電気・ガス・
熱供給・水道業
0.3％

運輸・情報
通信業
1.4％

金融・保険業
5.8％

(単位：百万円)

コア業務純益
コア業務純益（投資信託解約損益を除く）

※「コア業務純益」とは、業務純益から
有価証券の売却等損益と一般貸倒引
当金繰入額を控除した中核となる収益
です。

2022年
3月末

802802

2023年
3月末

891891

※記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております。

　売上高にあたる経常収益
は、貸出金利息や有価証券
利息配当金が増加したこと
等から、前期比69百万円増
加（1.5%増）の46億68百
万円となりました。

経常利益

　経常利益は、有価証券ポー
トフォリオのメンテナンスの
一環として国債等債券関係
損を102百万円計上したこと
等により、前期比23百万円
減少（▲2.5%減）の9億8百
万円となりました。

　本業での最も中核的な収
益力を示すコア業務純益（投
資信託解約損益を除く）は、
前期比３億19百万円増加
（32.9%増）の12億88百万
円となり、5期連続の増益
（過去最高）となりました。

コア業務純益　コア業務純益 (投資信託解約損益を除く)

コア業務純益

(投資信託解約損益を除く)

当期純利益

　当期純利益は、前期比
88百万円増加（11.0%増）
の8億91百万円となりまし
た。これにより2022年度
は増収増益の決算となりま
した。

（単位：％）

（単位：百万円）

　●有価証券の内訳 　お客さまからお預かりした大切な預金積金は、貸出金の他に有価証券や預け金等で
も運用しています。
　引続き、有価証券等のリスク管理の高度化を図り安全な運用に努めてまいります。
　2023年３月末の有価証券残高は、前期比12億50百万円増加の1,099億72百万円
となりました。
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　預金積金残高は個人のお客さま、一般法人のお客さまからの預金共に順調に増加し、前期比150億23百万円増加（5.7%増）の
2,770億73百万円となり、おかげさまで過去最高の期末残高となりました。
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（単位：％）●預金者別預金残高の構成

（単位：百万円）

（単位：百万円）

3,771

305
364

534

2017年
3月末

2018年
3月末

1,8591,859

1,986

1,800

200

500

800

1,100

3,300

3,800

4,300

4,800

2,300

2,800

2,067

2017年
3月末

2018年
3月末

2017年
3月末

2018年
3月末

963

2019年
3月末

2020年
3月末

2021年
3月末

4,0444,044

2019年
3月末

2020年
3月末

4,0574,057

2021年
3月末

4,7204,720

2022年
3月末

4,5994,599

2023年
3月末

4,6684,668

2019年
3月末

2,156

2020年
3月末

2021年
3月末

2,424

2022年
3月末

2,620

2023年
3月末

3,5373,537

（単位：百万円）

287

576

2017年
3月末

2018年
3月末

1,016

2019年
3月末

2020年
3月末

2021年
3月末

2022年
3月末

931931

2023年
3月末

908908

2022年度の業績ハイライト
預金積金の状況
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　貸出金残高は、地域のお客様の資金ニーズに積極的にお応えし、前期比118億78百万円増加（8.1%増）の1,585億7百万円となり、
おかげさまで過去最高の期末残高となりました。
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当金繰入額を控除した中核となる収益
です。
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※記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております。

　売上高にあたる経常収益
は、貸出金利息や有価証券
利息配当金が増加したこと
等から、前期比69百万円増
加（1.5%増）の46億68百
万円となりました。

経常利益

　経常利益は、有価証券ポー
トフォリオのメンテナンスの
一環として国債等債券関係
損を102百万円計上したこと
等により、前期比23百万円
減少（▲2.5%減）の9億8百
万円となりました。

　本業での最も中核的な収
益力を示すコア業務純益（投
資信託解約損益を除く）は、
前期比３億19百万円増加
（32.9%増）の12億88百万
円となり、5期連続の増益
（過去最高）となりました。

コア業務純益　コア業務純益 (投資信託解約損益を除く)

コア業務純益

(投資信託解約損益を除く)

当期純利益

　当期純利益は、前期比
88百万円増加（11.0%増）
の8億91百万円となりまし
た。これにより2022年度
は増収増益の決算となりま
した。

（単位：％）

（単位：百万円）

　●有価証券の内訳 　お客さまからお預かりした大切な預金積金は、貸出金の他に有価証券や預け金等で
も運用しています。
　引続き、有価証券等のリスク管理の高度化を図り安全な運用に努めてまいります。
　2023年３月末の有価証券残高は、前期比12億50百万円増加の1,099億72百万円
となりました。
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9月 ・ 新型コロナの感染拡大により影響を受けたお客さまに対する融資関
　連手数料免除の期間延長を実施

9月 ・ 日本政策金融公庫と共催「創業フォローアップセミナー」を開催
・ 金利上乗せ定期預金「地域応縁！オータムVer.2022」を発売
・ 「受験生&教育ローン利用者応縁キャンペーン」の実施

一年間のあゆみ （2022年４月～2023年３月）

トピックス

2022年

2023年

5月

7月 ・「ITお悩みなんでも相談会」を開催

・ 金利上乗せ定期預金「地域応縁！サマーVer.2022」を発売
・ 金利上乗せ定期預金「SDGｓ・ESG応縁定期預金」第2弾を発売
・ 「信用金庫の日」各店にてお客様イベントを開催
・ 役職員による出雲大社境内、石見銀山公園の清掃活動を実施
・ デジタル化補助金を活用したお客さま向けITツール導入セミナーを開催
・ 事業性融資商品、中央しんきん「DXインボイスサポート」の取扱を開始

6月

・ デジタル化促進支援事業補助金並びにITよろず相談業務取扱ツール
　説明会を開催

11月 ・ 各種手数料改定を実施

12月 ・ 金利上乗せ定期預金「地域応縁！ウインターVer.2022」を発売
・ 事業者向けデジタルサービス「ケイエール」の取扱を開始

10月 ・ 「SDGｓ・ESG定期預金」にかかる寄附金をしまね子ども食堂ネット
　ワーク事務局「島根県社会福祉協議会」へ贈呈
・ スマホ決済アプリ「しんきんPayB」の取扱を開始

2月
3月 ・ 金利上乗せ定期預金「新大社支店開店記念（地域応縁！スプリング

　Ver.2023）定期預金」を発売
・ 新型コロナの感染拡大により影響を受けたお客さまに対する融資関
　連手数料免除の期間延長を実施
・ 「しまねプレミアム飲食券」第二弾の店頭販売を開始
・ 税公金収納対応ATMでの出雲市税の取扱を開始

1月 ・ 新年賀詞交換会を開催（出雲会場・大田会場）

・ 「春の新生活&マイカー・教育ローン応縁キャンペーン2023」を実施

4月 ・ 県内3信金および山陰合同銀行による預金等の相続にかかる手続き
　および書類の共通化を開始
・ 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定
・ 「しまねプレミアム飲食券」の店頭販売を開始
・ 「代理人サービス」「将来のための代理人サービス」の取扱を開始

SDGｓ・ESG応縁定期預金の取り組み
により、しまね子ども食堂ネットワーク
へ寄附金を贈呈いたしました。

公式インスタグラムでは中央しんきん地
域応縁隊として地域情報と当金庫の最
新情報を配信しています。（写真は地域
応縁隊による取材の様子）

当金庫はこれからもSDGｓの取り組みに積極的に参加し、地域の
持続可能性を高める様々な商品開発を行って参ります。

地域への金融教育の取り組みを行っておりま
す。 ※写真は職業講話の講師

積極的な地域行事への参加を行っています。

石見銀山公園、出雲大社境内および店舗周辺の清掃活動を実施しました。

新年賀詞交換会を開催いたしました。 お客さまに役立つセミナーを開催いたして
おります。（写真はデジタル化補助金を活用
したITツール導入セミナー）

「ITお悩みなんでも相談会」を開催いたしま
した。

長年にわたり献血事業へ協力しております。
また、日本赤十字社の献血サポーターに登録
しております。

自己資本比率の状況

（単位：百万円）2023年3月末現在

危険債権 6,832
(単位：百万円)

債権の区分
金融再生法上の不良債権（A）

合　計 (B)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権 
要管理債権
　　三月以上延滞債権
　　貸出条件緩和債権
正常債権

2023年3月末
7,897
533

6,832
532
－

532
152,771
160,669

保全額  （C）

保全率（C）/（A）

担保・保証等 
貸倒引当金 

6,771
5,396
1,375
85.74%

要管理債権
532

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

533

正常債権
152,771

不良債権比率（A)/（B) 4.91%

■ 金融再生法による開示債権及び同債権に対する保全状況
不良債権の状況
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自己資本の額（左軸） 自己資本比率（右軸）
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2023年
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11,85011,850

国内基準
4％

4

5

自己資本比率 9.14%

不良債権比率 4.91%

　自己資本は、順調な利益
の蓄積により前期比7億60
百万円増加（6.8％増）し
118億50百万円となりまし
た。それにより自己資本比率
は前期比0.03ポイント上昇
し9.14%となりました。
なお、国内基準の4％を大き
く上回っており、健全性に問
題はありません。

　不良債権比率は前期比0.99ポ
イント低下の4.91%となりまし
た。不良債権の85％は担保や貸
倒引当金等により高い保全率で
カバーされ、残り15％も自己資本
で十分にカバーされているため
健全性に問題はありません。
また、当金庫では可能な限り再生
支援することを第一としているこ
とから、積極的な不良債権比率の
引下げは行っておりません。

　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等
の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれらに準ずる債権です。

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権

　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態
及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及
び利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更
生債権及びこれらに準ずる債権」に該当しない債権です。

■危険債権

　信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金
と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。

■要管理債権

　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上
遅延している貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ず
る債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金です。

■三月以上延滞債権

　債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の
支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる
取決めを行った貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、
「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に該当しない貸出金です。

■貸出条件緩和債権

　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破
産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「要管理債権」
以外の債権です。

■正常債権
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　お客様の利便性向上および出雲市大社地区の活性化のため、長年ご愛顧いただきました「大社支店」「大社南支店」は2023年4月、
道の駅大社ご縁広場隣へ新築移転・統合いたしました。
　店舗には十分な駐車場を確保し、全自動貸金庫や夜間金庫、税公金収納対応ATM等を新設し、ソーラーパネルや蓄電池を設置した
環境にも優しい店舗となっております。
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9月 ・ 新型コロナの感染拡大により影響を受けたお客さまに対する融資関
　連手数料免除の期間延長を実施

9月 ・ 日本政策金融公庫と共催「創業フォローアップセミナー」を開催
・ 金利上乗せ定期預金「地域応縁！オータムVer.2022」を発売
・ 「受験生&教育ローン利用者応縁キャンペーン」の実施

一年間のあゆみ （2022年４月～2023年３月）

トピックス

2022年

2023年

5月

7月 ・「ITお悩みなんでも相談会」を開催

・ 金利上乗せ定期預金「地域応縁！サマーVer.2022」を発売
・ 金利上乗せ定期預金「SDGｓ・ESG応縁定期預金」第2弾を発売
・ 「信用金庫の日」各店にてお客様イベントを開催
・ 役職員による出雲大社境内、石見銀山公園の清掃活動を実施
・ デジタル化補助金を活用したお客さま向けITツール導入セミナーを開催
・ 事業性融資商品、中央しんきん「DXインボイスサポート」の取扱を開始

6月

・ デジタル化促進支援事業補助金並びにITよろず相談業務取扱ツール
　説明会を開催

11月 ・ 各種手数料改定を実施

12月 ・ 金利上乗せ定期預金「地域応縁！ウインターVer.2022」を発売
・ 事業者向けデジタルサービス「ケイエール」の取扱を開始

10月 ・ 「SDGｓ・ESG定期預金」にかかる寄附金をしまね子ども食堂ネット
　ワーク事務局「島根県社会福祉協議会」へ贈呈
・ スマホ決済アプリ「しんきんPayB」の取扱を開始

2月
3月 ・ 金利上乗せ定期預金「新大社支店開店記念（地域応縁！スプリング

　Ver.2023）定期預金」を発売
・ 新型コロナの感染拡大により影響を受けたお客さまに対する融資関
　連手数料免除の期間延長を実施
・ 「しまねプレミアム飲食券」第二弾の店頭販売を開始
・ 税公金収納対応ATMでの出雲市税の取扱を開始

1月 ・ 新年賀詞交換会を開催（出雲会場・大田会場）

・ 「春の新生活&マイカー・教育ローン応縁キャンペーン2023」を実施

4月 ・ 県内3信金および山陰合同銀行による預金等の相続にかかる手続き
　および書類の共通化を開始
・ 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定
・ 「しまねプレミアム飲食券」の店頭販売を開始
・ 「代理人サービス」「将来のための代理人サービス」の取扱を開始

SDGｓ・ESG応縁定期預金の取り組み
により、しまね子ども食堂ネットワーク
へ寄附金を贈呈いたしました。

公式インスタグラムでは中央しんきん地
域応縁隊として地域情報と当金庫の最
新情報を配信しています。（写真は地域
応縁隊による取材の様子）

当金庫はこれからもSDGｓの取り組みに積極的に参加し、地域の
持続可能性を高める様々な商品開発を行って参ります。

地域への金融教育の取り組みを行っておりま
す。 ※写真は職業講話の講師

積極的な地域行事への参加を行っています。

石見銀山公園、出雲大社境内および店舗周辺の清掃活動を実施しました。

新年賀詞交換会を開催いたしました。 お客さまに役立つセミナーを開催いたして
おります。（写真はデジタル化補助金を活用
したITツール導入セミナー）

「ITお悩みなんでも相談会」を開催いたしま
した。

長年にわたり献血事業へ協力しております。
また、日本赤十字社の献血サポーターに登録
しております。

自己資本比率の状況

（単位：百万円）2023年3月末現在

危険債権 6,832
(単位：百万円)

債権の区分
金融再生法上の不良債権（A）

合　計 (B)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権 
要管理債権
　　三月以上延滞債権
　　貸出条件緩和債権
正常債権

2023年3月末
7,897
533

6,832
532
－

532
152,771
160,669

保全額  （C）

保全率（C）/（A）

担保・保証等 
貸倒引当金 

6,771
5,396
1,375
85.74%

要管理債権
532

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

533

正常債権
152,771

不良債権比率（A)/（B) 4.91%

■ 金融再生法による開示債権及び同債権に対する保全状況
不良債権の状況
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2017年
3月末

2018年
3月末

8,3148,314 8,1788,178
8,5268,526

2019年
3月末

自己資本の額および自己資本比率の推移（単位：百万円） （単位：％）

自己資本の額（左軸） 自己資本比率（右軸）

9.719.71
9.049.04

8.748.74 8.898.89
9.319.31 9.119.11 9.149.14

9,399

2020年
3月末

2021年
3月末

10,52610,526

2022年
3月末

11,08911,089

2023年
3月末

11,85011,850

国内基準
4％

4

5

自己資本比率 9.14%

不良債権比率 4.91%

　自己資本は、順調な利益
の蓄積により前期比7億60
百万円増加（6.8％増）し
118億50百万円となりまし
た。それにより自己資本比率
は前期比0.03ポイント上昇
し9.14%となりました。
なお、国内基準の4％を大き
く上回っており、健全性に問
題はありません。

　不良債権比率は前期比0.99ポ
イント低下の4.91%となりまし
た。不良債権の85％は担保や貸
倒引当金等により高い保全率で
カバーされ、残り15％も自己資本
で十分にカバーされているため
健全性に問題はありません。
また、当金庫では可能な限り再生
支援することを第一としているこ
とから、積極的な不良債権比率の
引下げは行っておりません。

　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等
の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれらに準ずる債権です。

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権

　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態
及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及
び利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更
生債権及びこれらに準ずる債権」に該当しない債権です。

■危険債権

　信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金
と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。

■要管理債権

　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上
遅延している貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ず
る債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金です。

■三月以上延滞債権

　債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の
支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる
取決めを行った貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、
「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に該当しない貸出金です。

■貸出条件緩和債権

　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破
産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「要管理債権」
以外の債権です。

■正常債権
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取
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　お客様の利便性向上および出雲市大社地区の活性化のため、長年ご愛顧いただきました「大社支店」「大社南支店」は2023年4月、
道の駅大社ご縁広場隣へ新築移転・統合いたしました。
　店舗には十分な駐車場を確保し、全自動貸金庫や夜間金庫、税公金収納対応ATM等を新設し、ソーラーパネルや蓄電池を設置した
環境にも優しい店舗となっております。
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店 舗 一 覧 表

■店外キャッシュコーナー一覧表

2023年5月末現在

休日運行欄 ●印の付いた店舗および店外キャッシュコーナーは土・日・祝日稼動しております。

出 雲 市 役 所
イ オ ン モ ー ル 出 雲 店
ゆ め タ ウ ン 出 雲 店
グ ッ デ ィ ー 大 田 出 張 所
イ オ ン 大 田 店
仁 摩 支 店 温 泉 津 出 張 所
あ い タ ウ ン ア ベ ル

出雲市今市町70 
出雲市渡橋町1066
出雲市大塚町650－1
大田市大田町大田ロ933-6 
大田市長久町土江97 
大田市温泉津町小浜口30
邑智郡邑南町矢上996 

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

設　　置　　場　　所 ＡＴＭ 休日運行

出雲市

大田市

邑智郡

※ゆめタウン出雲・イオンモール出雲・イオン大田店は毎日朝9時～夜9時まで営業しています。
※平日、本店営業部・南支店・小山支店・斐川支店・平田支店・大田営業部では夜9時まで営業しています。

中央しんきんのATMは全店毎日（土日祝日含む）朝の8時から夜8時まで動いています。
（仕事の前に、仕事の後に休日もいつでも使えます。）

ATM 平日・土日・祝日ともに営業時間を拡大

毎日 朝8：00～夜8：00当金庫
設　置
A TM

本 店 営 業 部
塩 冶 支 店
出 雲 西 支 店
南 支 店
小 山 支 店
東 支 店
斐 川 支 店
斐 川 東 支 店
大 社 支 店
平 田 支 店
大 田 営 業 部
久 手 支 店
仁 摩 支 店
松 江 支 店
松 江 北 支 店
江 津 支 店
桜 江 出 張 所
川 本 支 店
瑞 穂 支 店
石 見 支 店
邑 智 支 店

出雲市今市町２５２－１   
出雲市塩冶町９５６－１   
出雲市大島町２６    
出雲市駅南町１－２－２   
出雲市渡橋町３１６－３   
出雲市中野町３２３－３   
出雲市斐川町直江４８２２－２  
出雲市斐川町荘原２２４９－２  
出雲市大社町修理免766-6
出雲市平田町２７９４－１   
大田市大田町大田イ660-1
大田市久手町波根西１９８７－１  
大田市仁摩町仁万８２７－４  
松江市朝日町489   
松江市北田町５９    
江津市都野津町２２７５－１  
江津市桜江町川戸11-1
邑智郡川本町大字川本592-2
邑智郡邑南町下田所３４９－２  
邑智郡邑南町矢上１０７－２ 
邑智郡美郷町粕淵３７０－５  

（0853）21-1750 
（0853）23-0800 
（0853）43-0080 
（0853）23-3088 
（0853）23-1290 
（0853）22-4500 
（0853）72-0234 
（0853）72-3311 
（0853）53-3140 
（0853）62-2680 
（0854）82-0740 
（0854）82-8724 
（0854）88-2405 
（0852）21-0613 
（0852）21-4358 
（0855）53-0831 
（0855）92-8037
（0855）72-0645 
（0855）83-1155 
（0855）95-1231
（0855）75-1243 
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店　　舗　　名 住　　　所 電話番号 ＡＴＭ 休日運行

出雲市

松江市

大田市

江津市

邑智郡

全国  約18,000台/のATMが無料！

一人暮らしのお子さまの仕送りに便利です！

/
しんきんのキャッシュカードなら、全国の信用金庫ATMが手数料無料
（平日8：45～18：00入出金、土曜9：00～14：00出金）でご利用いただけます。
ご利用は右のステッカーの貼ってあるATMで！


